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概 要

最近，河内明夫氏により交代化数という絡み目不変量が定義さ
れた．絡み目の交代化数とは，与えられた絡み目を交代絡み目にす
る為に必要な交差交換の最小回数である．この講演では，結び目の
符号数とラスムッセン不変量 [3]，またはOzsváth-Szabó 不変量 [2]
を使った結び目の交代化数の評価についての話をする．その応用と
して，概交代トーラス結び目を完全に決定する．この結果はアダム
スらによる予想の [1]の肯定的な解決を意味する．また，アダムス
らにより定義された概交代数（dealternating number) [1]と交代化
数との関係についても述べたい．
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